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今
定
例
会
で
は
、
四
十
三
件
の

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
　
平
成
二
十
年
度
川
越
市
一
般

　
会
計
予
算
な
ど
当
初
予
算
十
一

　
件

　
今
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般

会
計
で
一
千
一
億
二
千
万
円
（
対

前
年
度
比
　
七
・
九
％
増
）
、
特

別
会
計
十
会
計
の
合
計
で
六
百
八

十
四
億
七
千
七
百
七
十
三
万
三
千

円
（
対
前
年
度
比
　
十
五
・
〇
％

減
）
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
一
千
六

百
八
十
五
億
九
千
七
百
七
十
三
万

三
千
円
（
対
前
年
度
比
　
二
・
七

％
減
）
に
な
り
ま
す
。
各
会
計
別

の
予
算
額
及
び
、
一
般
会
計
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
会
計
の
主
な
事
業

・
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

　
整
備

・
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

　
入

・
高
階
市
民
セ
ン
タ
ー
・
高
階
図

　
書
館
・
高
階
児
童
館
管
理

・
東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
管
理

・
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

　
画
の
推
進

・
病
後
児
保
育
事
業
の
実
施

・
（
仮
称
）
地
球
温
暖
化
対
策
地

　
域
推
進
計
画
の
策
定

・
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設

・
第
二
産
業
団
地
の
整
備

・
鏡
山
酒
造
跡
地
整
備

・
な
ぐ
わ
し
公
園
整
備

・
（
仮
称
）
耐
震
改
修
促
進
計
画

　
の
策
定

・
少
人
数
学
級
編
制

・
川
越
市
さ
わ
や
か
相
談
員
の
配

　
置

・
小
・
中
学
校
施
設
耐
震
補
強
事

　
業

・
（
仮
称
）
名
細
地
区
統
合
公
民

　
館
建
設

・
全
国
高
校
総
体
（
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
女
子
・
弓
道
）
の
実
施

・
川
越
城
本
丸
御
殿
修
理

・
中
ノ
門
堀
跡
史
跡
公
園
整
備

▽
　
川
越
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ

　
い
て

　
川
越
市
連
雀
町
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

▽
　
川
越
市
国
民
健
康
保
険
税
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

　
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

徴
収
方
法
に
つ
い
て
新
た
に
特
別

徴
収
に
よ
る
方
法
を
開
始
す
る
た

め
の
規
定
の
整
備
を
し
た
も
の
で

す
。

▽
　
川
越
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

　
関
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
市

が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る

保
険
料
の
徴
収
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
保
険
料
を
徴
収
す
べ

き
被
保
険
者
、
普
通
徴
収
の
納
期
、

延
滞
金
等
に
つ
い
て
定
め
、
併
せ

て
川
越
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　
今
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
補

正
予
算
一
件
、
特
別
会
計
補
正
予

算
四
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▽
　
平
成
十
九
年
度
川
越
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
な

　
ど
補
正
予
算
五
件

　
平
成
十
九
年
度
本
市
予
算
の
総

額
は
、
一
般
会
計
九
百
三
十
六
億

七
千
七
百
七
十
一
万
四
千
円
、
特

別
会
計
八
百
二
十
億
五
百
八
十
九

万
五
千
円
、
合
計
一
千
七
百
五
十

六
億
八
千
三
百
六
十
万
九
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

▽
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

　
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
小
　
山
　
晋
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
充

　
実
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
不
採
択
ー

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願

で
、
趣
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
扶
養

さ
れ
て
い
た
人
も
含
め
七
十
五
歳

以
上
全
て
の
高
齢
者
か
ら
保
険
料

を
徴
収
し
、
年
金
十
八
万
円
以
上

の
人
か
ら
は
保
険
料
の
天
引
き
、

全
く
所
得
の
な
い
人
か
ら
も
保
険

料
を
徴
収
す
る
制
度
で
あ
る
。

　
住
民
の
不
安
の
声
に
答
え
、
保

険
料
の
軽
減
、
健
康
診
断
自
己
負

担
へ
の
助
成
、
低
所
得
者
対
策
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
国
や
県
そ
し

て
市
町
村
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
、
国
や
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
川
越
市

議
会
に
求
め
た
も
の
で
す
。

市
長
提
出
議
案

平
成
二
十
年
度
当
初
予
算

条
　
　
例

人
　
　
事

補 

正 

予 

算

議 決 結 果 一 覧
◆　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正す
　る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例を定め
　ることについて　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市自転車駐車場条例の一部を改正する条例を定め
　ることについて　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　南大塚１丁目の区域を新たに画することに伴う関係条
　例の整理に関する条例を定めることについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　むさし野の区域を新たに画することに伴う関係条例の
　整理に関する条例を定めることについて　　－原案可決－
◆　川越市総合福祉センター条例の一部を改正する条例を
　定めることについて　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市老人デイサービスセンター条例の一部を改正す
　る条例を定めることについて　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改
　正する条例を定めることについて　　　　　－原案可決－
◆　川越市国民健康保険条例の一部を改正する条例を定め
　ることについて　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を定
　めることについて　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市後期高齢者医療に関する条例を定めることにつ
　いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部
　を改正する条例を定めることについて　　　－原案可決－
◆　老人保健法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する
　条例を定めることについて　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越都市計画川越駅西口土地区画整理事業施行規程の
　廃止等に関する条例を定めることについて　－原案可決－
◆　川越市議会議員及び川越市長の選挙における選挙運動
　用自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する
　条例を定めることについて　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市北部地域ふれあいセンターの指定管理者の指定
　についてなど２件　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　包括外部監査契約について　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市道路線の認定についてなど９件　　－原案可決－
◆　平成１９年度川越市一般会計補正予算（第４号）など
　補正予算５件　　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　平成２０年度川越市一般会計予算など当初予算１１件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め
　ることについて　　　　　　　　　　　　　－同　　意－

オープン間近の川越市高階市民センター鏡山酒造跡地川越城本丸御殿

請
 
願

会計別
区分 平成20年度

（千円）
平成19年度
（千円）

一 般 会 計

総　　　　計

国民健康保険事業

老 人 保 健 医 療

後 期 高 齢 者 医 療

診 療 事 業

介 護 保 険

母子寡婦福祉資金貸付

公 共 地 下 駐 車 場

農 業 集 落 排 水

西口土地区画整理

特 別 会 計 小 計

特

別

会

計
企業
会計

水 道

公 共 下 水 道

100,120,000

31,257,400 

3,579,990 

2,579,300 

301,000 

12,150,900 

70,000 

218,000 

360,500

8,952,838 

9,007,805 

68,477,733 

168,597,733

92,750,000 

29,759,500 

19,833,311 

377,500 

11,294,200 

71,000 

236,300 

320,300 

110,300 

9,577,977 

8,949,826 

80,530,214 

173,280,214

○平成20年度会計別当初予算

－

－

○
一
般
会
計
歳
入
歳
出
内
訳

歳�出 歳�入

民生費（28.6％）
286億4,466万8,000円

衛生費（19.4％）
194億1,466万円

総務費（13.2％）
132億1,602万円

教育費（11.6％）
116億6,186万7,000円

公債費（9.4％）
93億7,988万6,000円

土木費（8.5％）
85億366万2,000円

消防費（4.2％）
41億9,350万2,000円

その他（5.1％）
51億573万5,000円

市税（54.9％）
549億2,019万1,000円

市債（11.5％）
115億650万円

国庫支出金（10.2％）
102億5,662万1,000円

諸収入（4.0％）
40億878万5,000円

県支出金（3.9％）
38億9,231万円

地方消費税交付金（2.9％）
28億8,440万9,000円

財産収入（2.3％）
23億1,810万2,000円

その他（10.3％）
103億3,308万2,000円
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今
定
例
会
で
は
、
四
十
三
件
の

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
　
平
成
二
十
年
度
川
越
市
一
般

　
会
計
予
算
な
ど
当
初
予
算
十
一

　
件

　
今
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般

会
計
で
一
千
一
億
二
千
万
円
（
対

前
年
度
比
　
七
・
九
％
増
）
、
特

別
会
計
十
会
計
の
合
計
で
六
百
八

十
四
億
七
千
七
百
七
十
三
万
三
千

円
（
対
前
年
度
比
　
十
五
・
〇
％

減
）
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
一
千
六

百
八
十
五
億
九
千
七
百
七
十
三
万

三
千
円
（
対
前
年
度
比
　
二
・
七

％
減
）
に
な
り
ま
す
。
各
会
計
別

の
予
算
額
及
び
、
一
般
会
計
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
会
計
の
主
な
事
業

・
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設

　
整
備

・
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

　
入

・
高
階
市
民
セ
ン
タ
ー
・
高
階
図

　
書
館
・
高
階
児
童
館
管
理

・
東
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
管
理

・
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

　
画
の
推
進

・
病
後
児
保
育
事
業
の
実
施

・
（
仮
称
）
地
球
温
暖
化
対
策
地

　
域
推
進
計
画
の
策
定

・
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設

・
第
二
産
業
団
地
の
整
備

・
鏡
山
酒
造
跡
地
整
備

・
な
ぐ
わ
し
公
園
整
備

・
（
仮
称
）
耐
震
改
修
促
進
計
画

　
の
策
定

・
少
人
数
学
級
編
制

・
川
越
市
さ
わ
や
か
相
談
員
の
配

　
置

・
小
・
中
学
校
施
設
耐
震
補
強
事

　
業

・
（
仮
称
）
名
細
地
区
統
合
公
民

　
館
建
設

・
全
国
高
校
総
体
（
バ
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ボ
ー

　
ル
女
子
・
弓
道
）
の
実
施

・
川
越
城
本
丸
御
殿
修
理

・
中
ノ
門
堀
跡
史
跡
公
園
整
備

▽
　
川
越
市
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ

　
い
て

　
川
越
市
連
雀
町
老
人
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

▽
　
川
越
市
国
民
健
康
保
険
税
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

　
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。

　
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

徴
収
方
法
に
つ
い
て
新
た
に
特
別

徴
収
に
よ
る
方
法
を
開
始
す
る
た

め
の
規
定
の
整
備
を
し
た
も
の
で

す
。

▽
　
川
越
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

　
関
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
市

が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る

保
険
料
の
徴
収
に
関
し
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
保
険
料
を
徴
収
す
べ

き
被
保
険
者
、
普
通
徴
収
の
納
期
、

延
滞
金
等
に
つ
い
て
定
め
、
併
せ

て
川
越
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
を
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　
今
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
補

正
予
算
一
件
、
特
別
会
計
補
正
予

算
四
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

▽
　
平
成
十
九
年
度
川
越
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
な

　
ど
補
正
予
算
五
件

　
平
成
十
九
年
度
本
市
予
算
の
総

額
は
、
一
般
会
計
九
百
三
十
六
億

七
千
七
百
七
十
一
万
四
千
円
、
特

別
会
計
八
百
二
十
億
五
百
八
十
九

万
五
千
円
、
合
計
一
千
七
百
五
十

六
億
八
千
三
百
六
十
万
九
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

▽
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

　
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
小
　
山
　
晋
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
充

　
実
を
求
め
る
請
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
不
採
択
ー

　
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願

で
、
趣
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
扶
養

さ
れ
て
い
た
人
も
含
め
七
十
五
歳

以
上
全
て
の
高
齢
者
か
ら
保
険
料

を
徴
収
し
、
年
金
十
八
万
円
以
上

の
人
か
ら
は
保
険
料
の
天
引
き
、

全
く
所
得
の
な
い
人
か
ら
も
保
険

料
を
徴
収
す
る
制
度
で
あ
る
。

　
住
民
の
不
安
の
声
に
答
え
、
保

険
料
の
軽
減
、
健
康
診
断
自
己
負

担
へ
の
助
成
、
低
所
得
者
対
策
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
国
や
県
そ
し

て
市
町
村
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
、
国
や
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
川
越
市

議
会
に
求
め
た
も
の
で
す
。

市
長
提
出
議
案

平
成
二
十
年
度
当
初
予
算

条
　
　
例

人
　
　
事

補 

正 

予 

算

議 決 結 果 一 覧
◆　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正す
　る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例を定め
　ることについて　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市自転車駐車場条例の一部を改正する条例を定め
　ることについて　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　南大塚１丁目の区域を新たに画することに伴う関係条
　例の整理に関する条例を定めることについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　むさし野の区域を新たに画することに伴う関係条例の
　整理に関する条例を定めることについて　　－原案可決－
◆　川越市総合福祉センター条例の一部を改正する条例を
　定めることについて　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市老人デイサービスセンター条例の一部を改正す
　る条例を定めることについて　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改
　正する条例を定めることについて　　　　　－原案可決－
◆　川越市国民健康保険条例の一部を改正する条例を定め
　ることについて　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を定
　めることについて　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市後期高齢者医療に関する条例を定めることにつ
　いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部
　を改正する条例を定めることについて　　　－原案可決－
◆　老人保健法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する
　条例を定めることについて　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越都市計画川越駅西口土地区画整理事業施行規程の
　廃止等に関する条例を定めることについて　－原案可決－
◆　川越市議会議員及び川越市長の選挙における選挙運動
　用自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する
　条例を定めることについて　　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市北部地域ふれあいセンターの指定管理者の指定
　についてなど２件　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　包括外部監査契約について　　　　　　　－原案可決－
◆　川越市道路線の認定についてなど９件　　－原案可決－
◆　平成１９年度川越市一般会計補正予算（第４号）など
　補正予算５件　　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　平成２０年度川越市一般会計予算など当初予算１１件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－原案可決－
◆　固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め
　ることについて　　　　　　　　　　　　　－同　　意－

オープン間近の川越市高階市民センター鏡山酒造跡地川越城本丸御殿

請
 
願

会計別
区分 平成20年度

（千円）
平成19年度
（千円）

一 般 会 計

総　　　　計

国民健康保険事業

老 人 保 健 医 療

後 期 高 齢 者 医 療

診 療 事 業

介 護 保 険

母子寡婦福祉資金貸付

公 共 地 下 駐 車 場

農 業 集 落 排 水

西口土地区画整理

特 別 会 計 小 計

特

別

会

計
企業
会計

水 道

公 共 下 水 道

100,120,000

31,257,400 

3,579,990 

2,579,300 

301,000 

12,150,900 

70,000 

218,000 

360,500

8,952,838 

9,007,805 

68,477,733 

168,597,733

92,750,000 

29,759,500 

19,833,311 

377,500 

11,294,200 

71,000 

236,300 

320,300 

110,300 

9,577,977 

8,949,826 

80,530,214 

173,280,214

○平成20年度会計別当初予算

－

－

○
一
般
会
計
歳
入
歳
出
内
訳

歳�出 歳�入

民生費（28.6％）
286億4,466万8,000円

衛生費（19.4％）
194億1,466万円

総務費（13.2％）
132億1,602万円

教育費（11.6％）
116億6,186万7,000円

公債費（9.4％）
93億7,988万6,000円

土木費（8.5％）
85億366万2,000円

消防費（4.2％）
41億9,350万2,000円

その他（5.1％）
51億573万5,000円

市税（54.9％）
549億2,019万1,000円

市債（11.5％）
115億650万円

国庫支出金（10.2％）
102億5,662万1,000円

諸収入（4.0％）
40億878万5,000円

県支出金（3.9％）
38億9,231万円

地方消費税交付金（2.9％）
28億8,440万9,000円

財産収入（2.3％）
23億1,810万2,000円

その他（10.3％）
103億3,308万2,000円


